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一 般 質 問 　 　主な質問と答弁

有
機
質
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

対
象
農
家
の
処
理
施
設
を
戸
別
に
整
備

　 

速
や
か
な
整
備
の
完
了
を
目
指
す

当面、部分的な改修で対応
一色川の河川改修事業
基本計画を具体化し、事業化に取り組む

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
の
開
催
概
要
は

外
国
人
観
光
客
誘
客

今
後
の
事
業
展
開
は

海
水
浴
場
の
健
全
化

次
に
取
り
組
む
課
題
は

借
上
型
市
営
住
宅

引
き
続
き
建
設
を

臭気等の問題により事業を終了する有機質資源再生センター

大会では富士山を望むコースが予定されている

佐
藤
　
春
雄

 （
自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問　

有
機
質
資
源
再
生
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
臭
気

等
の
問
題
に
よ
り
事
業
を
終
了

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
家
畜
ふ
ん
の
処
理
先

を
失
っ
た
農
家
に
対
す
る
対
策

と
し
て
、
戸
別
に
処
理
で
き
る

施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
て

い
る
十
一
戸
の
農
家
の
う
ち
、

営
農
の
継
続
を
希
望
し
て
い
る

九
戸
が
施
設
整
備
の
対
象
と
な

っ
て
お
り
、
今
定
例
会
の
補
正

予
算
で
認
め
ら
れ
た
補
助
金
の

分
を
含
め
、
六
戸
が
施
設
整
備

の
事
業
計
画
を
確
定
し
て
い
る
。

質
問　

残
る
三
戸
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
を
聞

き
た
い
。

答
弁　

残
る
三
戸
の
う
ち
、
二

戸
に
つ
い
て
は
、
処
理
施
設
等

を
整
備
す
る
用
地
の
確
保
に
時

間
を
要
し
て
い
た
が
、
現
在
は

用
地
選
定
が
終
了
し
、
詳
細
な

事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
戸
に
つ
い
て
は
、

臭
気
対
策
を
含
め
た
畜
舎
の
改

修
を
盛
り
込
ん
だ
施
設
の
抜
本

的
な
整
備
計
画
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。
総
事
業
費
が
相
当

額
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
計
画
の
内
容
及
び
費
用

の
詳
細
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
い
る
。

質
問　

残
る
三
戸
の
施
設
整
備

は
、
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
停
止
期

限
で
あ
る
平
成
二
十
七
年
三
月

ま
で
に
完
了
す
る
の
か
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁　

現
在
、
詳
細
な
事
業
計

画
を
策
定
し
て
お
り
、
早
け
れ

ば
二
十
六
年
二
月
定
例
会
に
お

い
て
補
助
金
の
予
算
を
審
議
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。
臭
気

に
よ
る
周
辺
地
域
の
環
境
悪
化

を
早
期
に
終
息
さ
せ
る
た
め
に

も
九
戸
全
て
の
速
や
か
な
施
設

浜
元
　
輝
喜

（
さ
つ
き
会
）

質
問　

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
は
、

環
境
に
も
健
康
に
も
優
し
い
エ

コ
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
も
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
開
催
時
期
や

会
場
等
の
概
要
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

開
催
時
期
は
、
平
成
二

十
六
年
十
一
月
上
旬
を
想
定
し

て
お
り
、
慶
應
義
塾
大
学
湘
南

藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
ス
タ
ー

ト
と
ゴ
ー
ル
地
点
に
定
め
、
周

辺
の
遠
藤
・
御
所
見
地
区
の
公

道
を
使
用
し
た
周
回
約
四
㌔
㍍

の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス

を
予
定
し
て
い
る
。

　

実
施
内
容
は
、
招
待
選
手
と

一
般
公
募
選
手
で
八
百
人
前
後

を
想
定
し
、
予
選
レ
ー
ス
と
決

勝
レ
ー
ス
を
一
日
で
行
う
計
画

で
あ
る
。
ま
た
、
障
が
い
者
の

参
加
を
含
め
、
世
代
及
び
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
楽
し
め
る
企

画
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

レ
ー
ス
の
名
称
は
「
サ
イ
ク
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
藤
沢
」
を

予
定
し
て
い
る
。

質
問　

コ
ー
ス
の
交
通
規
制
や

周
辺
住
民
へ
の
周
知
、
理
解
を

求
め
る
活
動
等
の
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

レ
ー
ス
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
周
辺
住
民
の
理
解
と

協
力
が
大
前
提
と
な
る
た
め
、

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
応
援
が

得
ら
れ
る
よ
う
機
運
を
高
め
て

い
く
。
ま
た
、
交
通
規
制
に
よ

る
通
過
車
両
等
へ
の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
事

業
者
等
の
公
共
交
通
機
関
や
所

轄
警
察
署
と
十
分
に
調
整
を
図

っ
て
い
く
。
既
に
地
元
自
治
会

の
代
表
者
や
関
係
機
関
及
び
交

通
事
業
者
等
へ
の
説
明
を
し
て

柳
沢
　
潤
次

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

市
内
の
借
上
型
市
営
住

宅
（
※
）
の
中
に
は
、
建
設
か

ら
二
十
年
と
い
う
契
約
期
間
の

満
了
が
迫
っ
て
い
る
住
宅
が
あ

り
、
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
家
主
の
都
合
で
再
契
約
が

で
き
な
い
場
合
は
、
入
居
者
の

希
望
に
合
っ
た
住
み
か
え
が
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

再
契
約
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
入
居
者
の
希
望
を
事

前
に
聞
き
、
ほ
か
の
市
営
住
宅

等
に
転
居
し
て
い
た
だ
く
。
現

在
の
住
宅
の
近
く
で
空
き
家
を

確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
民
間

住
宅
を
借
り
上
げ
た
上
で
、
住

み
か
え
を
進
め
る
な
ど
、
き
め

細
や
か
に
対
応
を
行
う
。

質
問　

住
み
な
れ
た
住
宅
を
転

居
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
た
め
、
再
契
約
が
で
き

な
い
場
合
、
同
じ
地
域
に
新
た

な
借
上
型
市
営
住
宅
を
建
設
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
引
き
続
き
毎
年
一
棟

か
ら
二
棟
を
建
設
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

答
弁　

今
後
、
少
子
高
齢
社
会

の
進
行
に
伴
い
、
人
口
の
減
少

が
予
測
さ
れ
る
一
方
で
、
収
入

原
　
輝
雄

 （
さ
つ
き
会
）

質
問　

平
成
二
十
五
年
九
月
の

台
風
十
八
号
に
よ
り
、
一
色
川

の
沿
岸
に
お
い
て
道
路
冠
水
等

に
よ
る
通
行
不
能
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
た
。
最
近
、
頻
繁
に

一
色
川
が
氾
濫
す
る
が
、
河
川

改
修
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り

組
み
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

一
色
川
を
初
め
と
す
る

準
用
河
川
の
改
修
に
当
た
っ
て

は
、
合
流
先
で
あ
る
神
奈
川
県

管
理
の
一
・
二
級
河
川
の
改
修

状
況
や
流
域
に
お
け
る
被
害
の

発
生
頻
度
、
規
模
を
踏
ま
え
、

床
上
浸
水
等
の
生
命
や
財
産
を

脅
か
す
よ
う
な
甚
大
な
被
害
が

生
じ
た
河
川
か
ら
順
次
改
修
を

進
め
て
い
る
。
一
色
川
流
域
で

は
、
過
去
、
既
存
の
流
下
能
力

で
、
床
上
・
床
下
浸
水
等
の
甚

大
な
被
害
に
は
至
っ
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
河
川

氾
濫
等
に
よ
る
浸
水
被
害
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

河
川
改
修
事
業
を
喫
緊
の
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。（
仮
称
）

新
た
な
市
政
運
営
の
総
合
的
な

指
針
案
に
お
い
て
は
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一

色
川
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
検

討
し
て
き
た
構
想
に
、
専
門
的

な
技
術
的
知
見
を
加
え
、
早
期

に
基
本
計
画
を
具
体
化
し
、
事

業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

本
格
的
な
河
川
改
修
に

着
手
す
る
の
は
、
何
年
か
先
の

こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ま
で

の
間
、
対
応
策
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
弁　

当
面
の
対
応
策
と
し
て
、

二
十
五
年
の
浸
水
発
生
状
況
等

を
踏
ま
え
、
河
川
断
面
が
小
さ

く
流
下
能
力
が
低
い
箇
所
に
お

い
て
、部
分
的
な
改
修
を
行
う
。

全
体
の
流
下
能
力
を
少
し
で
も

引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
被
害

軽
減
を
図
る
方
策
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
り
、
で
き
る
限
り

早
く
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

市
川
　
和
広（自

民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問　

本
市
に
は
、
日
本
を
代

表
す
る
海
浜
観
光
地
が
あ
り
、

年
間
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
お
い
て
観
光
産

業
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
現
在
、
東
ア
ジ
ア
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
外
国
人
観
光
客
誘

客
を
行
っ
て
い
る
が
、
昨
今
の

対
日
関
係
や
七
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
踏
ま
え
た
今
後
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
、
中
国
、
韓

国
及
び
台
湾
を
対
象
地
域
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
誘
客
推
進
事

業
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
中
国
、
韓
国
と
は
、

外
交
上
の
現
状
を
考
慮
す
る
と
、

現
地
で
の
大
規
模
な
誘
客
宣
伝

活
動
は
、
慎
重
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、台
湾
に
つ
い
て
は
、

日
本
政
府
観
光
局
の
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
二
十
五
年
十
月
の

訪
日
旅
行
者
数
は
、
対
前
年
同

月
比
で
五
八
％
増
加
し
て
い
る
。

市
内
へ
も
、
二
十
五
年
五
月
か

ら
の
台
湾
平へ

い

渓け
い

線せ
ん

と
江
ノ
島
電

鉄
と
の
提
携
に
よ
る
相
互
交
流

事
業
に
よ
り
、
既
に
約
二
千
人

が
訪
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
二
十
六
年
二
月
中

旬
に
は
現
地
旅
行
会
社
や
メ
デ

ィ
ア
を
招
い
た
商
談
会
等
の
開

催
や
台
湾
政
府
観
光
旅
遊
局
と

の
相
互
観
光
誘
客
の
連
携
等
を

中
心
と
し
た
、
市
長
の
訪
台
に

よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い

て
、
現
在
、
台
湾
側
と
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
数
カ
国
に
つ

い
て
は
、
ビ
ザ
発
給
要
件
の
緩

和
も
追
い
風
と
な
り
、
訪
日
旅

行
者
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る

た
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
踏

ま
え
て
、
現
在
、
改
訂
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
観
光
振
興
計

画
の
中
で
、
新
た
な
観
光
客
誘

致
の
戦
略
や
対
象
地
域
の
選
定

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

有
賀
　
正
義（み

ん
な
の
党
藤
沢
）

質
問　

本
市
の
各
海
水
浴
場
組

合（
以
下「
各
組
合
」と
い
う
。）

は
、
海
水
浴
場
で
の
音
楽
全
面

禁
止
を
含
め
た
自
主
ル
ー
ル
の

強
化
に
よ
る
健
全
化
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
十

五
年
の
海
水
浴
場
に
対
す
る
苦

情
件
数
は
昨
年
に
比
べ
激
減
し
、

家
族
連
れ
の
客
が
戻
り
つ
つ
あ

る
。
こ
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

各
組
合
が
現
状
と
将
来

に
危
機
感
を
持
ち
、
条
例
等
に

頼
ら
ず
、
自
主
ル
ー
ル
の
見
直

し
等
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
最
大
の
要
因
と
考

え
る
。
ま
た
、
各
組
合
と
県
警

本
部
主
導
に
よ
る
江
の
島
対
策

連
絡
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
緊

密
な
連
携
が
一
年
間
に
わ
た
り

継
続
で
き
た
こ
と
な
ど
も
挙
げ

ら
れ
る
。

質
問　

次
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
し
て
、
観
光
振
興
や
に
ぎ

わ
い
の
観
点
か
ら
、
音
楽
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
海
の
家
の
あ

り
方
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

二
十
五
年
の
海
水
浴
場

の
環
境
改
善
が
単
年
度
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
再
生

へ
の
歩
み
を
進
め
、
海
水
浴
客

が
安
心
、
安
全
に
楽
し
め
る
環

境
を
維
持
し
、
再
び
多
く
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
。
ま
た
、
神
奈
川
県
は
、
海

水
浴
場
の
健
全
化
に
向
け
て
、

ク
ラ
ブ
化
や
騒
音
対
策
に
つ
い

て
見
直
し
た
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
定
し
、
県
内
の
海
水

浴
場
組
合
に
対
し
自
主
ル
ー
ル

へ
の
規
定
と
遵
守
を
求
め
る
な

ど
対
応
の
強
化
を
示
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、前
年
度
に
比
べ
、

家
族
連
れ
の
客
は
ふ
え
て
き
て

い
る
が
、
海
水
浴
客
全
体
で
は

減
少
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
も
健
全
化
と
再
生
が
両
立

し
て
い
け
る
よ
う
、
警
察
及
び

各
組
合
を
初
め
と
し
た
関
係
団

体
等
と
連
携
し
、
幅
広
い
年
齢

層
の
方
が
安
心
し
て
楽
し
め
る

た
め
の
新
た
な
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

（※）借上型市営住宅・・・�民間の土地所有者等が国や市の定めた基準に合った賃貸住宅を建設し、その住宅を市が20年間一括して借
り上げ、市営住宅として供給するもの。契約期間満了後に住宅を所有者へ返還することが原則となっている。

整
備
の
完
了
を
目
指
し
て
い
く
。

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後

は
、
そ
の
過
程
で
出
さ
れ
た
要

望
や
課
題
の
解
決
と
円
滑
な
事

業
実
施
に
向
け
て
、
よ
り
き
め

細
や
か
な
地
元
対
策
を
実
施
し
、

調
整
が
整
い
次
第
、
二
十
六
年

の
早
い
時
期
に
記
者
発
表
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

面
で
は
、
市
営
住
宅
入
居
の
応

募
要
件
に
該
当
す
る
年
金
受
給

世
帯
が
増
加
す
る
。こ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
同
様
の
応
募

状
況
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

戸
数
は
現
状
を
維
持
し
て
い
く
。

ま
た
、
契
約
期
間
満
了
時
に
お

け
る
入
居
者
移
転
先
の
確
保
等

の
課
題
に
対
し
、
公
営
住
宅
法

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、

既
存
民
間
賃
貸
住
宅
の
部
屋
ご

と
の
借
り
上
げ
が
可
能
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
、

新
規
建
設
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
は
、
年
齢
層
や
家
族
構
成

を
勘
案
し
た
間
取
り
の
変
更
な

ど
既
存
市
営
住
宅
の
改
修
等
に

よ
る
機
能
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
新
方
式
に
よ
る
借
上
型
市

営
住
宅
の
研
究
等
を
行
い
、
社

会
情
勢
に
応
じ
た
柔
軟
な
市
営

住
宅
の
供
給
に
努
め
て
い
く
。


